
クルーズの評価 

 

コンセプト ☆☆☆☆☆ 

ノルウェージャン・クルーズ・ラインが提唱するのは、食事の時間やテーブル指定のない「フリ

ースタイルクルージング」である。 

従来のクルーズの概念にとらわれず、より気軽に、自由に、自分らしいクルーズを楽しむために、

多種多様な選択肢が用意されている。 

リゾート・カジュアルで自由気ままなクルーズは評価が高い。 

滞在時間 ☆☆☆ 

4 島の滞在時間は 100 時間を超える。 

特にマウイ島では 34 時間を超える。 

クルーズの目的のひとつは訪問地での観光である。 

通常のクルーズでは朝に入港し昼間に観光し夕方に出航する。 

マウイ島とカウアイ島では 2 日間停泊するのでゆっくりと観光ができる。 

航程 ☆☆☆☆☆ 

7 泊 8 日でハワイの島々を効率よく巡る。 

ハワイ島では東のヒロと西のコナの両方を訪問する。 

『ナパリコースト・シーニッククルーズ』は最大のポイントである。 

ホノルルから出航しホノルルに帰港するのも便宜性に優れる。 

毎日、異なる島に停泊する間隔もよい。 



食事 ☆☆☆ 

無料レストランしか利用していないが味は普通である。 

魚料理はまぁまぁであるが肉料理はすこし固い。 

使い勝手の良いバイキング形式のレストランがあるのは評価できる。 

全体として生野菜がすくないように感じた。 

船内設備 ☆☆☆☆ 

2016 年に全面改装したので全体的に新しい。 

デザインや装飾品にアメリカの雰囲気が漂う。 

特に『Capital Atrium』は Pride of America という名に相応しい風格あるロビーである。 

エンターティンメント ☆☆☆ 

『ハリウッドシアター』で毎夜おこなわれる数々のショーは一見の価値がある。 

企画演出、歌と踊りは本場アメリカを彷彿させる。 

ハワイクルーズに相応しいフラダンスやアロハポリネシアショーもある。 

ラウンジやバーなどでもエンターティンメントが行われていたが言葉の問題で楽しめなかった。 

クルー ☆☆☆ 

Pride of America はアメリカ船籍なので、クルーの 75%はアメリカ国民であることが義務付け

られている。 

アメリカ国民性からかクルーは陽気でクールである。 

レストランでも私たちに気さくに話しかけてくれる。 

クルーズの最終日にゲストの投票でクルーの中から『Hero』が選ばれる。 

私はいつもレストランの入り口で声をかけてくれたクルーに 1 票を入れた。 



日本語サポート ☆☆☆☆☆ 

文句なく最高点である。 

日本人クルー（みどり＆みき）が乗船してサポートしている。 

困ったことがあればデッキ 5 のゲストサービスデスクに行けばよい。 

日本語の乗船説明会や下船説明会も行われる。 

日本語の『FRESYLT DAILY』も発行される。 

レストランには日本語メニューも用意されている。 

船室料金 

ハワイクルーズは Pride of America だけなので比較対象がない。 

今回のクルーズは、7 日で 16 万なので 1 日当たり約 2 万である。 

カジュアル船で約 2 万は標準的な料金である。 

1 泊２泊 3 食付のホテルに比べればハワイではリーズナブルな料金である。 

いずれにしても船室料金は評価が難しい。 

安全性 ☆☆☆ 

船内を歩いていると所々に奇妙な球体を見かける。 

何かのオマジナイのようにも見えるが手を介して感染した病原菌を殺すための装置である。 

多くの人が集まる所では入退室時に手洗いが励行されている。 

閉鎖的な Pride of America の船内では感染に対する対策が徹底されている。 

他の船では感染対策をここまで徹底して講じてはいないと思う。 

 

全体評価は☆☆☆☆である。 



1 日目 ホノルル港で出航を待つ Pride of America 

 

3 日目 マウイ島ラハイナ沖に停泊する Pride of America 

 



4 日目 ハワイ島ヒロ港に停泊する Pride of America 

 

5 日目 ハワイ島コナ沖に停泊する Pride of America 

』 



6 日目 カウアイ島ナウィリウィリ港に停泊する Pride of America 

 


